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学校法人みのり学園 

琉球調理師専修学校 

 



 

 【 専門課程 】 

 

令和３年度                          学校法人みのり学園 

自己評価及び学校関係者評価 報告書                 琉 球 調 理 師 専 修 学 校 

自己点検 令和４年５月２３日                    

自己評価 令和４年５月３１日 

学校関係者評価委員会 令和 ４年 7 月２１(木) ～7 月２９日(金) 

          (書面報告・評価・意見書等) 

※自己評価項目別 評定値(4～1)                                     

  

  

  

 

 

 

 

  １.教育理念・目的・育成人材像 
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№ 評価項目 評価 取組状況 

１ 

教育理念・目的・育成人材像は、定め

られているか 

４ 

・教育理念、教育目標、育成人材像は、「学校経営要覧」「学則」に明

記して関係監 l 督所管並びに学校関係者、理事役員等に提出（届

出）・報告がなされている。  

・「校則」・「学生心得」を新入生オリエンテーションで配布し、入学

生と読み合わせを行い、重要事項についてはその都度説明を行い、

周知徹底している。 

 

 

２ 

育成人材像は専門分野に関連する業界

等の人材ニーズに適しているか ４ 

・教育課程ごとに関連業界等が求める知識・技術・技能・専門性に係

る質向上の要件をカリキュラム等に組み、指針として示している。 

・関連業界（産業）からの講師を擁して業界の求める人材育成像に適 

うよう協力を得て、全学生にシラバスを配布している。 

 

 

３ 

理念等の達成に向け特色ある教育活動

に取組んでいるか ４ 

・併設の「みのり幼稚園」との交流授業が本校の教育理念の実践の場

となっている。 

・特別講師を招いての授業や講習で特色ある職業実践教育に取組んで

いる。 

 

４ 

社会のニーズ等を踏まえた将来構想を

抱いているか 
４ 

・中期的な視点での構想は、施設代表者、理事役員等、施設長を中心 

 に具体的に策定され、適宜に教職員等に対しての情報共有がなされ

ている。 

・保護者・学生・関連業界への周知、告知等は、必要に際し適宜に 

 情報共有を図っている。 

 

 



 

２.学校運営 
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№ 評価項目 評価 取組状況 

１ 

理念等に沿った運営方針を定めている

か ４ 

・毎年度の学校経営要覧で学園創立時からの建学、教育理念を明確に

示し、その目的、目標に沿った運営方針が文書化されて周知を図っ

ており、理事役員・教職員ともに理解と協力を得られている。 

 

２ 

理念等を達成するための事業計画を 

定めているか 
４ 

・教育理念を達成するための教育プログラムを組んで単年度の事業計

画を定めている。 

・中期的には、学園の移転拡充を計画しており充実した施設運営と教

育指針の達成を目指している。 

・事業計画の執行・進捗管理等の業務分担は、経営陣により適正に実

施され教職員への説明もなされている。 

 

３ 

設置法人は組織運営を適切に行ってい

るか ４ 

・法人全体の理事会、評議員会議は寄附行為に基づき適切に開催され

ている。 

・理事会、評議員会は必要な審議を行い、適切に議事録を作成してい

る。 

・寄附行為は、必要に応じて適正な手続きを経て改正している。 

 

４ 

学校運営のための組織を整備している

か 

4 

・組織図は毎年更新し、教職員に配布している。 

・規則及び規定は理事会を経て改正し、改定後は県所管に届け出てい

る。 

・決定権（裁量権）に関し明確なラインの定めがない部分もあるた

め、相互確認しながら行っている。 

・事務職員には必要な研修を実施し、制度等の説明会にも積極的に参

加している。 

 

５ 
人事・給与に関する制度を整備してい

るか 
4 

・給与規定に基づき給与を支給している。 

・採用は、適宜ハローワーク等で採用広報している。 

６ 
意思決定システムを整備しているか 

３ 
・所属長の権限を明確にし、常に所属長の意思を確認しながら業務に

あたっている。 

・規定が未整備で策定中。 

７ 

情報システム化に取組み、業務の効率

化を図っているか ４ 

・学生情報を管理するシステムを活用している。 

・学生の出欠や遅刻等システムを活用して運用している。 

・データは蓄積されていくので、毎年度新しい情報が入っていく。 

 



 

３.教育活動 
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№ 評価項目 評価 取組状況 

１ 

理念等に沿った教育課程の編成方

針、実施方法を定めているか ４ 

・毎年度の学校経営要覧で学園創立時からの建学、教育理念を明

確に示し、その目的、目標に沿った運営方針が文書化されて周

知を図っており、理事役員・教職員ともに理解と協力を得られ

ている。 

 

２ 

学科毎に修業年限に応じた教育到

達レベルを明確にしているか 

４ 

・調理科・製菓衛生師科とも年度毎に教育理念に沿った教育目標

を学校経営要覧等に明記して学内外に周知している。 

・目標とする教育到達レベルは、ガイダンス、シラバス、学則、

学校経営要覧、学校案内パンフレット等で明示し、周知を図っ

ている。 

・取得を目指す資格・免許については、その意義及び取得の支援

体制を整え、資格のある教職員を配置して目標の到達を図って

いる。 

 

３ 

教育目的・目標に沿った教育課程

を編成しているか 

４ 

・教育目的・目標に沿った教育課程を編成している。 

・法令遵守のもと、校務分掌で明文化して主任・専任教員を中心

に教育課程を編成している。 

・授業科目の開設は、法令を遵守して適切な配分及び修了に係る

授業時数を明示している。 

・職業実践教育の視点で各教育科目の内容を適切に配分し、関連

業界・関係産業の協力を得て実施されている。 

・学校経営要覧・シラバス・校則・学生心得等で授業科目の目標

及び内容を明文化し、学生・学校関係者への周知を図り理解と

協力を得ている。 

 

４ 

教育課程について外部の意見を反

映している。 

４ 

・教育課程の編成及び改定において、在校生の意見聴取は各科目

の教員や担任が行っている。 

・卒業生については、機会あるごとに聴取して参考にしている。 

・教育課程については、関連産業や外部講師陣の意見等を参考に

して協力を得ている。 

・職業実践教育の効果について、卒業生・関連就職先の担当者に

情報を提供してもらう等、理解と協力を得ている。 

・本校の教育プログラムは、学生の技術・技能の資格取得率に反

映されている。 

 

５ 

キャリア教育を実施しているか 

４ 

・キャリアサポーターを配置して必要に応じたキャリア教育を実

施している。 

・学生の面接試験、入学後の個人面談時、学期毎の始業式におい

て学生全体を指導している。 

・校内での会社説明会に卒業生の同行を依頼してキャリアモデル

に接する機会を設けている。 

・卒業生・就職先等の担当者の来校・来訪時に重点的に聴取して

定着率の良さ等、概ね高い評価を得ている。 

 

６ 

授業評価を実施しているか 

３ 

・教科担当、クラス担任等により学期末や卒業時に学生に対しア

ンケートを実施して授業評価をしているが全教科・全クラス一

斉調査の実施が今後の課題だがアンケート結果については、専

任教員・学校長、役員間で情報の共有をして授業改善に活用し

ている。 

・関連業界等に校外実習時の成績評価を依頼し、理解と協力を得

ており、その結果を共有している。 

  



３.教育活動続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-4- 

№ 評価項目 評価 取組状況 

７ 

成績評価・修了認定基準を明確化

し、適切に運用しているか 

４ 

・成績評価・修了認定基準は、学則に規定して明確化している。 

・校則等に明示して入学時オリエンテーションで読み合わせを行

い、学生には学生心得等と併せて配布し、持ち帰って保護者へ

の周知・協力を得ている。 

・成績評価・修了認定の基準を適切に運用するため。データ化し

て月次報告、会議等を開いている。 

・入学前の履修、他の教育機関の履修の認定については、運用実

績がないので事例により協議決定する。 

 

８ 

作品及び技術等の発表における成

果を把握しているか ３ 

・これまでの県内、全国大会等コンテストへの参加、受賞状況に

ついて把握している。 

・校内作品展等は、カリキュラムで実施して評価・表彰するなど

研究業績を把握している。 

 

９ 

目標とする資格・免許は、教育上

で明確に位置づけているか ４ 

・目標とする資格、免許の内容、取得の意義についてガイダン

ス・学校案内等で明確にしている。 

・資格免許の取得に関連する授業科目、特別講座の開設等につい

てカリキュラムで明確にしている。 

 

10 

資格・免許取得の指導体制はある

か ３ 

・資格・免許の取得について、有資格者の教員を配置して指導体

制を整備している。 

・不合格者には再試、追試等の指導体制を整備している。卒業生

には必要な情報の提供をしている。 

 

11 

資格・要件を備えた教員を確保し

ているか 

４ 

・教科を担当する教員は関連法令に定められた教員資格要件を充

たす者を配置し、必要な資格・免許については原本確認をして

いる。 

・教員の知識・技術・技能レベルは関連業界、関係団体からの推

薦等、連携して授業を担当。業界の理解と協力を得ている。 

・専任、兼任等の教員構成を毎年度の学校経営要覧で明示して所

管に届け出ている。 

・教員一人当たりの授業時数、学生数等は法令どおりに運用、把

握している。 

 

12 

教員の資質向上への取組みを行っ

ているか ３ 

・教員の専門性、教授力は全教員が資格要件を充たしており把握

評価している。 

・関係団体等の研修・資格の取得には学校派遣、自己研鑚等で資

質の向上に取組んでおり予算内で支援している。 

 

13 

教員の組織体制を整備しているか 

３ 

・教員の組織体制は各科毎に整備されている。 

・専任・兼任教員間の連携・協力体制は構築されている。 

・教員組織における業務分担・責任体制は校務分掌で明確に定

め、授業内容や教育方法の改善については必要に応じて職員会

議等で話し合える環境がある。 

・職員室での待機時間や年度初め・卒業式後等で非常勤講師の集

まる中で年間の指導方針、指導評価を相互理解する情報交換の

場となっている。 



４.学修成果 

 

５.学生支援 
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№ 評価項目 評定 取組状況 

１ 

就職率の向上が図られているか 

３ 

・就職率は、100％を目標に設定しており、例年 98％前後を推移してい

たが、本年度はコロナ禍ではあったが､就職希望者 29 名中 28 名が就

職決定しており､就職率が 96.5％となった。 

・校務分掌で進路を担当する教員はじめ担任等の専任教職員及び兼任

講師も含めて支援に当たっている。 

・就職状況はデータ化して適切に管理把握して企業との連携で会社説

明会等を開くなど就職支援に繋げ成果を出している。 

・調理科・製菓衛生師科の両科で学ぶＷライセンスの取得を推進して

幅広い求人に対応できる人材の育成を図っている。 

 

２ 

資格・免許取得率の向上が図られ

ているか 
４ 

・資格の取得率は、100％を目標にして例年 97～100％の高率で推移し

ている。 
・特別授業、ビジネスマナー等、授業を補完する取り組みを行っている。 
・合格実績は、ほぼ 100％に近く、高い水準を充たしている。毎年度の

卒業要覧、学校経営要覧に資格取得実績及び合格率を記載して関係者

に報告ができている。98％を下回った場合は、指導方法について協議

し次年度に繋げている。 

３ 

卒業生の社会的評価を把握してい

るか 
３ 

・卒業後の実態を調査等で明確に把握できてないが、就職先の担当者

や卒業生の来校時等に現況の聴取を行っている。 

・卒業生のコンテスト参加、受賞状況、業績等の情報も聴取把握して

いる。 

・卒業生の活躍等については、関係産業・関係団体との連携で随時情

報を把握できている。 

 

№ 評価項目 評定 取組状況 

１ 

就職等進路に関する支援組織体制

を整備しているか 

４ 

・年４回の進路調査、個人面談、随時の就職相談を実施して情報

を共有している。 

 就職・進学担当教員と担任、兼任教員との連携で就職等、早い

段階での進路確定ができている。 

・関連する業界等との受け入れ、会社説明会等の開催により支援

体制が構築されている。 

・履歴書の書き方、面接指導、ビジネスマナー講習をとおして学

生の就職指導がなされている。 

・学生の就職に関する個別の相談には、担当教員・担任等が適切

に対応している。 

 

２ 

退学率の低減が図られているか 

３ 

・退学理由や退学者数等は把握して専任教員間で情報を共有して

いる。 

・出席はデータ化して月次報告がなされ、学則に則り出席率の満

たない学生について、担任、教頭、校長による個人面談と保護

者への報告、文書通知等で連携を密にして退学防止に努めてい

る。 

・大型連休、夏休み、冬休みの前後に学校全体で学生の修学態度

等を注視して声掛けを行っている。 

３ 

学生相談に関する体制を整備して

いるか 

３ 

・専任カウンセラーは配置していないが、学生・保護者との緊密

な連携と併せて、担任・教頭・校長を含む専任教員全員が学生

の学修態度や日常の変化に目配りして声かけを行い、相談しや

すい教育環境づくりをしている。 

・学生には機会ある毎に生活環境や身体上の変化について担任に

相談することで問題の改善、解決に臨めることを理解させてい

る。 

・医療機関への受診等は、保護者との連携で対応できている。 

 

４ 

留学生に対する相談体制を整備し

ているか ３ 

・これまで留学生の在籍は無いが､本校学生と同等の学力と日本

語検定 2 級程度の理解力があれば入学判定協議を行い、問題な

ければ受入れ可能。 

・留学生の入学資格の確定、在留確認、就職支援、指導記録の保

存等に対応できる知識を有している教員の配置はできている。 

 



５.学生支援続き 
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№ 評価項目 評定 取組状況 

５ 

学生の経済的側面に対する支援体

制を整備しているか ３ 

・県内の給付型の奨学金、各種公的機関の紹介を行っている 

・学費免除、分割納付は個別に対応している。 

・大規模災害発生時及び家計急変の支援は学校関係者の指示に従

って対応している。 

 

６ 

学生の健康管理を行う体制を整備

しているか 

4 

・コロナウイルス感染症対策として毎日の検温･手指消毒･マスク

登校を学生､教職員で徹底している｡ 

・調理科・製菓衛生師科ともに衛生施設なので学生の健康管理に

は特に注意を払っている。 

・学校医の選任はしてないが､体調の悪い学生が一時休養できる

保健室(ベット２床)を整備し､１時間ほど様子をみて帰宅や近

隣病院受診を促している。 

・応募時の健康診断書で免許資格要件・アレルギーの有無等を把

握している。その他の有所見者には個々に対応できている。 

・健康に関して自己管理の重要性について啓発及び教育をしてい

る。 

・令和 4 年度より、全学生一斉健康診断を実施する。 

７ 

学生寮の設置など生活環境支援体

制を整備しているか 
３ 

・学生寮なし 

・遠隔地や離島からの就学者には近隣のアパート紹介等で対応し

ている。 

・学生の生活状況は個人面談等で把握し、独り暮らしの学生の登

下校や下校後の生活指導や欠席・病休等で出席しない場合でも

電話で状況確認をしている。 

 

８ 

課外活動に対する支援体制を整備

しているか ３ 

・学校が管理している課外活動なし 

・学生個人の活動は面談や平素の情報共有で把握しており、大会

成績などの実績は履歴書への記載を指導している。 

 

９ 

保護者との連携体制を構築してい

るか 

３ 

・出席率の悪い学生には、毎月の出席率を勘案して学則に沿った

基準で報告、文書通知で密に連携を取っている。 

・卒業記念ビュッフェを開催し、学修成果をみる機会を提供して

いる。 

・必要に応じて保護者との三者面談を行うなど適切に連携ができ

ている。 

・学生カードを整備して緊急時の連絡体制を確保している。 

・ 

10 

卒業生への支援体制を整備してい

るか ３ 

・同窓会組織は無いが、令和 3 年度学生より新システムで管理可

能となった。新システムを活用し卒業生への支援体制を整備し

ていく。 

・再就職、キャリアアップ等には在校時担任、キャリアサポータ

ー教員が適宜支援している。 

 

11 

産学連携による卒業後の再教育プ

ログラムの開発・実施に取組んで

いるか 

３ 

・関連産業、関係業界・団体からの要請に基づく連携・協力を行

っている。 

12 

社会人のニーズを踏まえた教育環

境を整備しているか 
４ 

・調理科は教育訓練給付制度（専門実践教育訓練）の指定校で社

会人の学び直しに門戸を開いている。令和 3 年度は指定なし。 

・社会人、新規学卒者の別なく在校生として配慮がなされてい

る。 

・社会人の就職、進学についての個別相談は担任、キャリアサポ

ート担当教員が行い対応できている。 

 



６.教育環境 
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№ 評価項目 評定 取組状況 

１ 

教育上の必要性に十分対応した施

設・設備・教育用具等を整備して

いるか 

 

３ 

・教育上の必要性に十分対応した施設・設備・教育用具等は、法

令に沿って整備されている。 

・法令の改正に伴う図書室、総合調理実習室等の施設整備は学校

移転までの間、旧法に則った運営で対応している。 

・施設内の衛生管理は毎日の清掃チェックで事案対応ができてい

る。 

 

 

２ 

学外実習、インターンシップ、海

外研修等の実施体制を整備してい

るか 

 ４ 

・調理科・製菓衛生師科の両科とも校外実習（学外実習）を行な

い、実習意義や教育課程上の位置づけを明確にしている。 

・校外実習等について、実施要項・実習日誌・説明会・マナー講

習等を整備して適切に運用できている。 

・校外実習機関、関連業界との連携･協議は各科で調整して資格

要件のある指導者の評価を依頼している。 

・学外実習後に報告会を実施して教育効果の確認をしている。 

・学校行事運営に学生の積極的な参画を図っている。（クリスマ

ス、ひな祭りのケーキサービスほか） 

・卒業記念ビュッフェを開催し、保護者・関連産業・関係団体等

に行事案内をしている。 

 

 

３ 

防災に対する組織体制を整備し、

適切に運用しているか 

 

３ 

・年 1 回の避難訓練を行っており、避難マニュアルに従って、み

のり学園合同の避難訓練を実施している。 

・消防設備は専門業者による年２回の保守点検を実施している。 

４ 

学内における安全管理体制を整備

し、適切に運用しているか 

４ 

・防犯カメラ及び防犯カラーボールの設置、催涙スプレーを常備

し、防犯意識を高めている。 

・不審者侵入を想定した防犯訓練を実施して万一の事態に備えて

いる。 

・薬品等の危険物管理は、鍵付きの棚に保管して毎年度はじめに

チェックを行い、教育課程別に教科講師と連携して安全管理を

適切に行っている。 

 

 



７.学生の募集と受入れ 
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№ 評価項目 評定 取組状況 

１ 

高等学校等接続する教育機関に対

する情報提供に取組んでいるか 

４ 

・進学説明会に参加し、本校の教育活動等の情報提供を行ってい

る。 

・高等学校の教職員の見学研修の受入れを行い本校の教育活動等

に対する理解を得ている。 

・「学校案内」は教員、高校生、保護者、社会人の別なく広く一

般に本校の教育活動の内容を理解してもらうために作成し、ホ

ームページでも開示している。 

 

２ 

学生募集を適切、かつ、効果的に

行っているか 

４ 

・沖縄県専修学校各種学校協会の取り決めに従って募集活動と願

書受付を行っている。 

・県内外、海外の志願者からの入学相談にはメール等で対応でき

ている。 

・現役プロによる実習授業や特別授業・併設幼稚園との交流授業

等で特徴ある教育活動と関連資格の取得推進による学修成果を 

学校案内・ＨＰ等の広報活動で紹介している。 

・広報活動・学生募集活動において得られた個人情報等は適切に

管理されている。 

・オープンキャンパスは高校生や社会人の参加機会の多い土曜日

に実施している。 

・離島、県外からの入学志願者は本人の要望に応じて対応してい

る。 

 

３ 

入学選考基準を明確化し、適切に

運用しているか ３ 

・入学選考基準は学生募集要項に明記し、選考試験は適切に行な

っている。 

・入学選考の公平性を確保するための合否判定は全専任教員の協

議により適切に判定している。 

 

 

４ 

入学選考に関する実績を把握し、

授業改善等に活用しているか 

３ 

・入学選考に関する実績はデータ化して蓄積し、適切に管理して

教育カリキュラム・授業内容、方法の改善等に活かしている。 

・進学ガイダンス参加者数、ＯＰキャンパス参加者へのアンケー

ト等で学科別応募者数の予測数値等との整合性を図っている。 

・財務等の計画数値との整合性は２月頃の入学決定者数前年度比

を以って整合性を図っている。 

 

 

５ 

経費内容に対応し、学納金を算定

しているか ４ 

・学納金は諸状況を勘案し、理事会で決定して必要な費用は募集

要項に記載している。 

・検定料等の徴収は保護者への文書に明示して通知し、理解と協

力を得ている。 

 

 

６ 

入学辞退者に対し、授業料等につ

いて、適正な取扱を行っているか 

 

４ 

・入学辞退者に対する授業料等の返還については学生募集要項に

明示し、適切に取扱って対応している。 



８.財務 
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№ 評価項目 評定 取組状況 

１ 

学校及び法人運営の中長期的な財

務基盤は安定しているか 

４ 

・応募者数・入学者数のみならず、資料請求者数及びＯＰキャンパ

ス参加者数の推移を把握し、その分析を行っている。令和 3 年度

よりオープンキャンパスから AO入学、12 月までの推薦入学まで

に定員の 80％を目標に募集活動を強化する。 

・収支バランスを注視し、支出が収入を上回ることの無いように努

めている。 

 

２ 

学校及び法人運営に係る主要な財

務数値に関する財務分析を行って

いるか 
４ 

・3 年間だけでなく、10 年間の推移をみながら、次年度以降の学費

や購入物を検討している。 

・負債は無く、近年は良好な経営環境と言える。 

・コスト管理は必要最低限の物品のみを購入する等して対応してい

る。 

３ 

教育目標との整合性を図り、単年

度予算、中期計画を策定している

か 

 

３ 

・主に前年度の実績を踏襲し、改善が必要と思われる事項を評議員

会・理事会で話し合い、予算編成している。 

 

４ 

予算及び計画に基づき、適正に執

行管理を行っているか 

 

３ 

・予算と決算に乖離は少なく、適切に補正措置を行っている。 

・経理規程を設け、予算執行の際には所属長が確認して執行するこ

とになっている。 

 

５ 

私立学校法及び寄附行為に基づ

き、適切に監査を実施しているか ３ 

・監事二名により財務状況や理事の職務状況の監査を受けている。 

・監査報告書を作成し、理事会で報告している。 

・法人による外部監査を実施していない。 

 

６ 

私立学校法に基づく財務情報公開

体制を整備し、適切に運用してい

るか 

 

４ 

・財務諸表を公認会計士確認の下、作成しホームページで公表して

いる。 

・財務帳票等は、いつでも公開可能な状態にあり、適切に運用して

いる。 



９.法令等の遵守 
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№ 評価項目 評定 取組状況 

１ 

法令や専修学校設置基準等を遵守

し、適正な学校運営を行っている

か 

４ 

・規程変更やその他、必要な届出はその都度適切に届け出ている 

・修業規則やその他の規程を社労士に適宜相談した上で設け、職

員研修等で周知している。 

 

２ 

学校が保有する個人情報保護に関

する対策を実施しているか ３ 

・修業規則第４８条に個人情報管理義務を設け、個人情報の取り

扱いに関して明記している。 

・修業規則について、繰り返し職員研修で学ぶ事で周知を図って

いる。 

３ 

自己評価の実施体制を整備し、評

価を行っているか 

４ 

・学則の変更は事案に対し、随時整備して理事会の決議後に監督

所管に届け出ている。 

・自己評価の実施は 2019 年度からの取組みで、規程整備・自己

評価の組織体制を整備して評価を行っている。 

・今回の自己評価結果に基づき適宜、学校の改善に取組む用意が

ある。 

 

 

４ 
自己評価結果を公表しているか 

４ 
・自己評価は 2019 年度からから実施し、報告書に取りまとめ、

評価結果をＨＰで公表する事としている。 

５ 

学校関係者評価の実施体制を整備

し評価を行っているか 
４ 

・学校関係者評価の実施体制を整備して評価を行っている。 

 

・学校評価委員会の評価結果に基づき、学校の改善に取組む考え

である。（新型コロナウイルス感染予防の為、書面による報

告・評価・ご指導を頂戴する事とした） 

 

 

６ 

学校関係者評価結果を公表してい

るか 

 

 

４ 

・評価結果は報告書に取りまとめ、ＨＰに掲載するなど広く社会

に公表する考えである。 

７ 

教育情報に関する情報公開を積極

的に行っているか ４ 

・学校の概要、教育内容と活動、教職員等の教育情報はＨＰ、学

校経営要覧、学校案内、シラバス等で積極的に公開している。 

・学校関係者評価委員会を経て、法令に定められた項目の情報を

積極的に公開する事としている。 

 

 



１０.社会貢献・地域貢献 

 

 

Ⅰ.総合評価及び課題点 

 総合評価 ３．５  

   昨年の課題が改善された項目や後退した項目も有り、昨年同様ほぼ適切に対応しているが 

未だ課題が残り、改善方策への尚一層の取り組みを要する。 

  課 題 点   

① 令和４年度入学者､調理１年生 40 名､製菓 1年生 25 名(定員 80 名､入学者 65 名) 

入学定員充足率 81.3％であった。(前年 77.5％) 

② 本務教職員の業務分担を整理(可視化)し、業務分担の効率化を図り見直しをして 

        無駄を省く等、継続して取組むことが望ましい。 

③ 令和 5年度新校舎移転に向け全教職員一丸となって取り組む。 

Ⅱ.その他の意見書について(書面回答) 

新型コロナウイルス感染予防のため、書面報告のうえ総括的なご指導と評価を頂戴する。 

本校は、各委員のご意見とご指導を真摯に受け止め、課題点の改善策を講じると共に引き続き 

学校の適正な運営に鋭意努力致します。 

各委員からの評価及びご意見等は、別紙まとめ 
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№ 評価項目 評定 取組状況 

１ 

学校の教育資源を活用した社会貢

献・地域貢献を行っているか 

３ 

・本校は、沖縄県浦添市に在し、浦添市商工会と連携して市の推

奨する桑の葉を使った商品開発を目的とした「桑っちーグラン

プリ大会」に参加、２年連続学生の部グランプリ受賞。 

那覇市沿岸漁協との連携でマグロを使ったレシピ料理大会第一

位の実績がある。2019 年度は、JA おきなわ主催の「県産黒糖

を使ったスイーツコンテスト」でグランプリを受賞。受賞作品

は現在商品化され市場販売されている。 

・調理師養成では「長期高度人材育成コース」の受託、高等学校

が行うキャリア教育等の出前授業、沖縄県教育庁主催の「県民

カレッジ」やシルバー人材センター連合会の主催する「シニア

ワーク講座」等の開講実績がある。 

・環境問題など重要な社会問題については教科の中て担当講師が

指導している。 

・学校行事、料理試食の際は紙皿等の使用を控え、水・環境の保

全など限りある自然資源に対する教育指導を行っている。 

 

 

２ 

国際交流に取組んでいるか 

３ 

・主にアジア圏との交流ができないか模索しており、2019 年度は

台湾に赴き実態調査を行った。今後は留学生の受入れや在学生

の派遣等が実施できないか引き続き調査、検討を行う。 

３ 

学生のボランティア活動を奨励し、

具体的な活動支援を行っているか 

 

 

３ 

・学生のＯＰキャンパスの補助、併設みのり幼稚園の「みのり祭

り」フードコート運営への協力等を評価して「理事長賞」を設

け、ボランティア活動を奨励している。 

面接試験に於いてもボランティア活動の一つに上記の二点をあ

げて積極的な参加を奨励している。 

・学生で構成する各種委員会を立ち上げ、スポーツレク、ビーチ

クリーン、卒業アルバム作成、卒業式の学生セレモニー等の活

動もボランティア実績として奨励している。 

 



(別紙)      

 

  令和４年(令和３年度)自己評価報告書 学校関係者評価委員 評価総括表   

 

 

１．令和３年度に向けてのご提言等、取り纏め 

【ご提案等】 

・各項目に挙げられた課題事案について、適切に実施していたと評価します。しかし一部では昨

年の課題に対し対策の強化が弱かったと感じられた。 

・改善すべき点が昨年と同じ部分が多く、今年度は尚一層の取組みを期待する。 

・コロナ禍のリモート授業の良いところを分析し効果を上げる試みをしてもらいたい。 

・業界のニーズでは高度な専門知識･技能に応えられる技術教育が求められている。 

・少子化･多様化による専門学校の競合による入学者の減少対策。 

・外国人実習生･留学生の入学､環境整備は可能かどうか 

・経済的及び生活環境の学生支援やメンタルヘルスケアについて 

・中長期的に考えて県外･国外にも募集を広げる必要がある。県外･国外に何らかのチャネルを 

持つことやＳＮＳを利用した授業等も取入れてはどうか。 

・保護者との連携について､出席率の悪い学生の保護者だけでなく学生の学校活動状況(出席率･ 

授業態度等)を報告することで家庭との連携が取れるのではないか。 

・学生募集の件､高校への出前授業･連携授業等を行うことも一手ではないか。 

【その他】 

・外部から優秀な講師の採用にも力を入れてみたらいかがどうか。 

・2 年課程ではお店の開業にあたっての手引き･心得等､経営者の立場で考える授業を取入れても

らいたい。その方が就職の際､会社･経営者への理解が深まると思われる。 

・コロナ禍の中、休講もせず､感染予防対策取られていたと思われます。学生･職員一同健康で、

一致団結して琉調の教育を盛り上げて欲しいと願います。 

 

 

２．令和３年度の対応等 

・昨年度の課題については改善された部分や改善の進んでいない課題もあり､今年度に持ち越し

た課題を洗い出し重点的に取組む。 

・コロナ禍のリモート授業の活用については座学のみで対応しており､本校は専門課程であり将

来の就職に向け対面授業を基本とする。 

・本校は調理･製菓専門学校であり現場で適応できる基本的な技術･技能､知識を中心に授業を行

っており､今期よりハラール･ビーガン､アレルギー食等ニーズの高い授業を取入れている。 

・入学定員の改善の向けてオープンキャンパスを増やし､オンラインでの学校紹介やラインでの

入学見込者の管理等で推進中である。入学者の定員充足率は 81.3％で約 4％改善された。 

・外国人の受入れについては､日本語検定 2 級程度の語学力があれば受入れ可能である｡今年度は

外国籍(タイ国)1 名､県内アメリカンハイスクール 1 名の入学者があった。 

・学生の経済的及び生活環境の支援やメンタルヘルスケアについては､国や公的機関からの奨学

金の案内･取次ぎを行い､対象者には奨学金の手続きを行っている｡また､一人暮らしの学生には

生活環境を整えるよう指導している。メンタルヘルスケアについては、休みがちな学生や様子



のおかしい学生を担任等で把握し､必要に応じて面談をしている｡改善が図らなければ校長･教

頭も交え面談しカウンセリングを行っている。 

・県外･国外からの学生受入れについては条件が合えば行っている。特に県外からの学生につい

ては例年 1～2 名の入学があり今後、さらにホームページやオンライン等での学校紹介を充実

させ学生募集につなげたい 

・保護者との連携については出席率等に問題のある学生は連携しているが､それ以外の学生につ

いては保護者との接点が少ないため、行事･文書等で保護者との接点を図りたい。 

・学生募集活動について学校訪問､進路担当教員との面談やガイダンス参加(校内･校外)を適宜行

っており､出前授業や学校見学等の受入れも行っているが今後さらに受入れを強化する。 

・その他、前向きなご提案、お気遣いありがとうございました。 

今期から新システム導入により情報管理を強化し、令和 5 年度の新校舎移転に向けて教職員一

同、より良い学校運営ができるよう鋭意努力いたします。 

 

 

 

 

 


